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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
　該光源からの光を照射対象に向けて反射し、主に照射対象の中央部の照明に寄与する主
反射部と、
　照明光の光軸を挟んで第１の方向に離間して配置され、光源からの光を互いに交叉する
方向に反射することで、主に照射対象の両側部の照明に寄与する一対の側反射部とを有す
る照明装置において、
　前記各々の側反射部は、前記第１の方向と直交する第２の方向に前記光軸を挟んで配置
される少なくとも２種の反射面を有し、該２種の反射面の反射光が互いに交叉して被写体
側に向かうよう構成されていることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記各々の側反射部は、前記第２の方向と略平行な第１の反射面と、前記光軸を挟んで
前記第１の反射面と角度を持ってそれぞれ配置される第２および第３の反射面とを有し、
該第２および第３の反射面での反射光が互いに交叉するよう構成されていることを特徴と
する請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記主反射部および一対の側反射部は、一枚の反射板部材を折り曲げることで一体に形
成されることを特徴とする請求項１または２に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源と反射部材とを有する照明装置に関し、その配光特性を改善したもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　カメラに用いられる電子閃光装置は、一般に閃光放電管や反射笠などから成る発光部と
、閃光放電管を発光制御する発光回路とを有する。発光部の前方にはフレネルレンズ（集
光レンズ）が設けられ、放電管から発した閃光は、一部は直接、一部は反射笠で反射され
てフレネルレンズに入射し、フレネルレンズの透過光が被写体を照明する。反射笠は、放
電管の上下および背後を覆う湾曲面を持つ湾曲部と、湾曲部の両側部にそれぞれ配置され
る一対の側板部とから成る。湾曲部の反射光は主に被写体の中央部分の照明に寄与し、一
対の側板部の反射光は互いに交叉する方向に照射されることで、主に被写体の左右部分（
縦位置撮影の場合は上下部分）の照明に寄与する。
【０００３】
【特許文献１】特開平６－１３０４６８号公報
【特許文献２】特開２００２－７５００９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の反射笠の構造では、一対の側板部の反射光に広がりを持たせるこ
とができず、そのため撮影画面の四隅に相当する部分の光量が不足しがちであり、特に広
角での撮影時にはそれが顕著に表れる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、光源と、光源からの光を照射対象に向けて反射し、主に照射対象の中央部の
照明に寄与する主反射部と、照明光の光軸を挟んで第１の方向に離間して配置され、光源
からの光を互いに交叉する方向に反射することで、主に照射対象の両側部の照明に寄与す
る一対の側反射部とを有する照明装置に適用される。各々の側反射部は、第１の方向と直
交する第２の方向に光軸を挟んで配置される少なくとも２種の反射面を有し、これら２種
の反射面の反射光が互いに交叉して被写体側に向かうよう構成される。
　請求項２の発明では、各々の側反射部が、第２の方向と略平行な第１の反射面と、光軸
を挟んで第１の反射面と角度を持ってそれぞれ配置される第２および第３の反射面とを有
し、第２および第３の反射面での反射光が互いに交叉するよう構成される。
　請求項３の発明では、主反射部および一対の側反射部が、一枚の反射板部材を折り曲げ
ることで一体に形成される。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、一対の側反射部のそれぞれに、その並び方向（第１の方向）と直交す
る第２の方向に光軸を挟むよう配置される少なくとも２種の反射面を設け、これら２種の
反射面の反射光が互いに交叉して被写体側に向かうようにしたので、各側反射部での反射
光に第２の方向への広がりを持たせることができ、以て照射領域を拡大することが可能と
なる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　図面を参照して、本発明をカメラ用の外付け電子閃光装置に適用した場合の一実施形態
を説明する。
　電子閃光装置は、不図示のカメラの上面に着脱可能とされ、カメラ側から入力される信
号に応答して発光部を閃光発光させることで被写体を照明する。
【０００８】
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　電子閃光装置の発光部を図１～図４に示す。発光部は、キセノン管等の閃光放電管（以
下、放電管）１０と、放電管１０から発した閃光を被写体側に向けて反射する反射笠２０
とを有する。図におけるＺは照明光の光軸を、Ｘは放電管１０の長手軸（Ｚ軸と直交）を
、ＹはＺ軸およびＸ軸の双方と直交する軸をそれぞれ示す。カメラを正横位置に構えた場
合、Ｘ軸方向はカメラ横方向、Ｙ軸方向はカメラ縦方向となる。
【０００９】
　反射笠２０は、所定の反射率を持つ一枚の金属板を折り曲げて構成されるもので、湾曲
反射面を持つ湾曲部２１と、湾曲部２１のＸ軸方向両側に位置する一対の側反射部２２と
から成る。各側反射部２２は、湾曲部２１から張り出した部分（４箇所）を折り曲げるこ
とで構成され、その折り曲げ部２２ａの内側の面が反射面となる。各折り曲げ部２２ａの
先端は更に外側に折り曲げられ、折り曲げ部２２ｂが形成される。この結果、各側反射部
２２は、Ｙ軸と平行な第１の反射面Ｐ１と、光軸Ｚを挟んで第１の反射面Ｐ１と角度を持
ってそれぞれ配置される第２および第３の反射面Ｐ２，Ｐ３とを持つことになる。
　なお、発光部の前方にはフレネルレンズが配置されるが、その図示は省略する。
【００１０】
　閃光放電管１０は、図示の如く一対の側反射部２２の後方を貫通して配置され、これに
より湾曲反射面が放電管１０の上下および背後を覆い、また一対の側反射部２２は放電管
１０の光軸Ｚを挟んで左右に配置された状態となる。
【００１１】
　次に、本実施形態における反射笠２０と従来型の反射笠との配光特性の違いを説明する
。
   図５，図６は本実施形態の反射笠２０の配光特性を示している。図のｘ，ｙは、被写
体照明範囲における横および縦の中心軸であり、Ｘとｘ、Ｙとｙはそれぞれ互いに平行の
関係にある。Ｓは撮影画面内の被写体を示す。一方、図７は従来型の反射笠１２０を示し
、その配光特性を図８，図９に示す。従来型では、側反射部１２２にＹ軸と平行な第１の
反射面Ｐ１しか設けられていない。
【００１２】
　放電管１０が発光すると、その照射光は直接あるいは反射笠２０（１２０）で反射され
てフレネルレンズに入射し、フレネルレンズの透過光が被写体側に照射される。図５，図
８の光ｃ１～ｃ３は、反射笠を介さない直接光を示す。この直接光および反射笠２０の湾
曲部２１での反射光は、主にｘ軸方向の中央部分の照明に寄与し、一対の側反射部２２（
１２２）での反射光は、互いに交叉する方向に照射されることで、主にｘ軸方向の両側部
の照明に寄与する。これは本実施形態でも従来でも同様である。
【００１３】
　今、放電管１０の照射光のうち両側反射部２２（１２２）の下部に導かれる光ａに着目
すると、図８の従来例では光ａは反射面Ｐ１で反射され、その反射光ａ１’は互いに交叉
してほぼｘ軸上に照射される。また、Ｘ軸に対して光ａと対称に上方に照射される光は、
同様に反射面Ｐ１で反射されてほぼｘ軸上に照射される。このことは、従来の反射笠では
側反射部１２２の反射光がｘ軸を挟んでｙ軸方向に殆ど広がりを持たないことを意味し、
このため照射分布は図９の等高線５１’の如くなる。つまり画面の四隅Ｐ１～Ｐ４にまで
光が回り込まず、四隅の暗い写真となってしまう。
【００１４】
　これに対して本実施形態では、上記光ａが照射される箇所には反射面Ｐ１とは角度の異
なる反射面Ｐ２が設けられており、その反射光ａ１は図５，図６に示すように進み、ｘ軸
から上方にオフセットした位置に照射される。また、Ｘ軸に対して光ａと対称に上方に照
射される光は、反射面Ｐ３で反射され、その反射光ｂ１（図５）は反射光ａ１と交叉し、
ｘ軸から下方にオフセットした位置に照射される。このことは、本実施形態の側反射部２
２の反射光は、従来と比べてｘ軸を挟んでｙ軸方向に広がりを持つことを意味し、このた
め図６の等高線５１に示すように画面の四隅Ｐ１～Ｐ４にまで光が回り込むことで、画面
全体が明るく照明される。しかも、照射範囲を広げるための反射面Ｐ２，Ｐ３は、従来型
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抑制できる。
【００１５】
　なお、各側反射部の反射面Ｐ２，Ｐ３の面積や角度は、所望する配光特性に応じて適宜
調整すればよい。また反射面Ｐ２，Ｐ３のみを持つ側反射部であってもよく、あるいは側
反射部を湾曲面とすることで同様の作用効果を得るようにしてもよい。さらに側反射部を
湾曲部とは別に形成するようにしてもよい。
【００１６】
　またカメラ用の外付け電子閃光装置について説明したが、カメラに内蔵された電子閃光
装置にも本発明を適用できる。さらに光源と反射部材とを持つものであれば、電子閃光装
置以外の照明装置にも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態における電子閃光装置の発光部を示す斜視図。
【図２】上記発光部をＺ軸正面から見た図。
【図３】上記発光部をＹ軸上方から見た図。
【図４】上記発光部をＸ軸側方から見た図。
【図５】発光部の照射光の方向を説明する図。
【図６】電子閃光装置による被写体上の光強度分布を示す等高線、およびｘ軸，ｙ軸上の
光強度を示す図。
【図７】従来の電子閃光装置の発光部を示す斜視図。
【図８】従来の電子閃光装置における照射光の方向を示す図。
【図９】従来の電子閃光装置による被写体上の光強度分布を示す等高線、およびｘ軸，ｙ
軸上の光強度を示す図。
【符号の説明】
【００１８】
　１０　閃光放電管
　２０　反射笠
　２１　湾曲部
　２２　側反射部
　２２ａ，２２ｂ　折り曲げ部
　Ｐ１　第１の反射面
　Ｐ２　第２の反射面
　Ｐ３　第３の反射面
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【図７】 【図８】



(7) JP 4470542 B2 2010.6.2

【図９】



(8) JP 4470542 B2 2010.6.2

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開昭５１－０３３６２４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－２３２５５２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－１９７４９７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－０２１９６２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－０２２０５０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０４－２３５５３７（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開平０４－０３３０２８（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開平０５－２１０１４９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０３Ｂ　　１５／０５　　　　
              Ｇ０３Ｂ　　１５／０２　　　　
              Ｆ２１Ｙ　１０３／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

